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2017 年度 グローバルエンジニアプログラム募集要項 

（追加募集） 

はじめに 
 

 

―海外渡航経験はおありですか？― 

「国際化への対応」これは現代の学生にとって避けられない道です。将来的には、大学院で海外での研究発

表を行ったり、就職後には海外企業との取引があったり等、外国とのコミュニケーションをとる場面は今後

ますます増えていきます。 

コミュニケーション力をつけるためには、（何語で話すのかは別として）早期に異文化に遭遇し、自ら発信

しなければ何も獲得できない環境に身を置くことが重要です。また、実際に異文化にふれ多様な環境で生活

する人々に接することにより、あなたの視野を拡大することは、今後の学習目標の設定や専門性追求へのき

っかけとすることができるでしょう。 

―グローバルエンジニアプログラムって？― 

理工学部では次のような皆さんを対象に全学科横断型の海外留学プログラム「グローバルエンジニアプロ

グラム」を実施しています。 

海外への渡航経験が無いか家族での海外旅行程度の経験しかない / 学生時代に短期でも「留学」を通じ

て、異文化理解と国際教養を高めたい / 将来は本格的な留学や研究旅行をしたいと考えている 

さあ！あなたの「国際化への対応」の手始めとしてこのプログラムに参加しましょう。 

 

2017 年度のプログラムの詳細は以下の通りです。  

 

1. 受講登録・単位認定・成績評価について 
 

受講登録 

本科目は、選考により受講を許可された者のみが受講することができます。また、受講登録は学部事務室

が一括で行います。許可発表後は受講登録を取り消すことはできません。 

科目名称／単位数  
＜理工学部の学生＞ 

 ○2016 年度～2017 年度入学生 

 グローバルエンジニアプログラム（2 単位）※教養 B 群科目です。 

○2014 年度～2015 年度入学生 

特殊講義（教養 B）Ⅰ（グローバルエンジニアプログラム）（2 単位）※教養 B 科目です。 

＜理工学部以外の学部の学生＞ 

Global Engineer Program（2 単位）※教養 B 群科目です。 

 

成績評価について 

事前講義、海外研修、事後講義の全てを総合的に評価し、成績は５段階（A+,A,B,C,F）で決定します。全

ての事前講義に出席しない場合、海外研修に参加しない場合、 終発表を行なわない場合、単位は授与さ

れません。 

なお、本科目の単位は 2017 年度後期の単位として認定されます。 

その他 
本科目は受講登録制限外科目（理工学部の学生の受講登録制限単位は 46 単位ですが、これを超えて受講

登録できる単位です。他学部の学生の受講登録制限単位は、学修要覧等で確認してください）です。 

 

2. 応募資格・選考方法 
 

応募資格 
・学部の 1～3 回生であること。 

・TOEIC400 点以上、TOEFL-PBT435 点以上、TOEFL-iBT41 点以上のいずれかに該当すること。 
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点数が規準に満たない場合は、志望動機を勘案して、参加の可否を判断致します。 

 

応募方法 
【応募書類入手方法】 

http://www.ritsumei.ac.jp/se2012/student/ で公開しています。  

    

  ●プログラム応募書類（全員） 

①2017 年度 理工学部グローバルエンジニアプログラム 応募用紙 

※一部の選択項目を除き、手書の場合は受理しません。 

 

    ●合格者提出書類（合格通知を受けた者のみ提出） 

②申請書類提出票 

③立命館大学理工学部主管「海外留学プログラム」に関する承諾書 

（「提出用」のみ提出してください） 

④立命館大学海外留学プログラム参加奨励奨学金受給者誓約書 

⑤成績証明書（写し可） 

⑥TOEIC または TOEFL のスコアのコピー 

公式スコアがない場合は、大学で団体受験した IP のスコアでも可とします。IP のスコアを

紛失した場合は、別紙（A4）を自分で用意し、IP スコアを紛失した旨を記載して提出して

ください。 

⑦パスポート(旅券番号、写真、名前等の部分)のコピー（2 枚） 

（パスポートがない場合は取得後に提出してください） 

⑧健康状態に関する申告書 

※コピーは全書類、A4 サイズで提出してください。 

 
 
【提出先】 理工学部事務室（コアステーション 1F，開室時間 平日 10:00-17:00） 

BKC 以外のキャンパスに所属する学生は、以下の住所まで必要書類を郵送してください。 

＜郵送先＞ 

〒525-8577 

滋賀県草津市野路東 1-1-1 コアステーション 1 階 

立命館大学理工学部事務室グローバルエンジニアプログラム事務局宛 

 

【応募受付期間】 2017 年 10 月 27 日（金）10:00 ～ 2017 年 11 月 20 日（月）17:00 

※郵送で提出する場合も、11 月 20 日必着。 

            ※上記の提出書類① 応募用紙のみ 

 

【受講許可発表】  2017 年 11 月 21 日（火） 

          ※合格者は 11 月 24 日（金）までに上記の②～⑧を提出してください。 

※期限内に提出できない書類がある場合は、自分で用意した紙（A4）に、上記の書類のうち何

の書類の提出が遅れるかを記載して提出してください。 

3. 今後の流れ 
      

10 月 18 日（水）18：00～ 済み 募集説明会開催（フォレスト 110 号教室） 

11 月 20 日（月） 17：00 応募書類・提出締切 

11 月 21 日（水）  メールで受講許可者発表 

11 月 11 日（土）13：00～16：10 
危機管理ガイダンス・保健センターガイダンス（C205 で開

催） 

1 月 13 日（土） 10：00～17：00 事前講義（メディアラボ 2 終日講義を実施） 

2 月 1 日（木）～2 月 10 日（土） 海外留学（台湾） 

2 月 13 日（火）13：00～15：00 終発表会 
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4. プログラムの概要 
 

① 授業の概要：シラバスで確認してください。   

② 担当教員： 浅井 静代  

③ 募集人数： 12 名程度 

④ 参加費用： 飛行機、宿泊費、現地授業料等を含め 150,000 円程度（所定の条件を満たした場合、大

学の「海外留学プログラム参加奨励奨学金」：チャレンジ奨学金 20,000 円が支給されます。参加費

用については、「5.注意事項 1.参加費用について」も確認してください。 

⑤ フライトスケジュール 

2 月 1 日(木)  エバー航空  BR177 便 

出発: 10:55  大阪 （関西国際空港）  ターミナル 1 

到着: 13:10  台北  ターミナル 2 

-------------------------------------------------------------------- 

2 月 10 日(土)  エバー航空  BR130 便 

出発: 12:30  台北  ターミナル 2 

到着: 15:55  大阪 （関西国際空港）  ターミナル 1  

 

参考：日程案（詳細未定） 
日程 午前 午後 宿泊 

1 2/1（木） 到着 

全て台湾師範大の

大学施設 

2 2/2（金） 
オリエンテーション 

英語で中国語の授業（2ｈ） 
交流会 

3 2/3（土） 自由行動 （グループでのフィールドワーク） 

4 2/4（日） 自由行動  

5 2/5（月） 英語で中国語の授業（2ｈ） 文化授業(カンフー) 

6 2/6 (火) 企業訪問（新竹） 

7 2/7（水） 英語で中国語の授業（2ｈ） 校外授業(九份) 

8 2/8 (木) 英語で中国語の授業（2ｈ） 交流会 

9 2/9（金） 英語で中国語の授業（2ｈ） 

文化授業(組みひも)  

発表会 

送別会 

10 2/10 (土) 帰国 

※プログラムスケジュールについて 

出入国日は原則として変更しませんが、プログラムスケジュール（日程、訪問先、講義内容を含む）

は、変更されることがあります。その場合、事前講義、CAMPUS WEB で連絡をしますので注意して

ください。 

 

5. 注意事項 
 

1.参加費用について 
・参加費用は予定額です。物価の上昇や為替相場によって額が変動することがあります。 

終的な納付金額・納付期限は別途案内します。 

・参加費用には往復航空券代金、国内／現地空港税、燃油サーチャージおよび現地宿泊代金、現地諸活動の一部

代金を含みます。 

・パスポート取得に関わる費用、現地での食事代、海外旅行保険料等は別途個人負担になります。 

・本科目を履修し、単位取得が見込まれた学生（全員）には、立命館大学より「海外留学プログラム参加奨励奨

学金（20,000 円）」を支給します（参加費から減額）。 

 

2.健康面に関して 
プログラムに参加する学生は、学校で行われる定期健康診断を受診していなければなりません。受診をしてい

ない場合は保健センターに相談してください。 

 

3.個人情報の取扱について 
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プログラムに関る書類に記入される個人情報は、選考の際の資料および事務局からの連絡の目的において使

用されます。またこのプログラムの旅行業を大学より委託された旅行社および海外旅行保険の加入に関る保険

会社に対して、プログラムの運営上必要な手続きを進めるためにこの情報を開示することがあります。 

 

4.国際課危機管理ガイダンス・保健センターガイダンスについて 
プログラムに参加が決定した学生は、必ず国際課危機管理ガイダンスおよび保健センターガイダンス（11 月

11 日（土）13：00～16：10 実施）に出席してください。ガイダンスに出席しないことにより発生した不利益

について、本学は一切の責任を負いません。→ 文書を配布します。 

 

5.海外旅行保険への加入について 
プログラム参加者は必ず、本学が指定する海外旅行保険に加入しなければなりません。個人的に海外旅行保険

に加入している場合でも、本学が指定する海外旅行保険への加入は必須です。本学が指定する海外旅行保険に加

入しない場合、プログラムへの参加は認めません。 

 

6.留学の中止について 
天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊機関等の旅行サービス提供の中止、官公署の命令その他の事由が生じた場

合において、海外留学の安全かつ円滑な実施が不可能となるおそれが極めて大きいときは海外留学を中止しま

す。 

 

7.海外留学を中止した場合の参加費用の払い戻しについて 
上記 7 により海外留学を中止した場合、取消料、違約料その他の既に支払い、またはこれから支払わなければ

ならない費用に係る金額を差し引いた参加費用を参加者に払い戻します。 

 

8.留学キャンセルに伴う参加費用の取扱いについて 
1）参加費用請求書交付後の取扱いについて 

参加費用請求書が交付（※）された後に留学をキャンセルする場合、参加費用は全額負担していただきま

す。また、参加費用請求書交付前に留学をキャンセルする場合でも、既に費用が発生していれば当該費用

の負担が必要となります。 

※事前講義等の際に参加費用請求書を交付しますが、事前講義等に参加せずに参加費用請求書を交付でき 

なかった場合でも、事前講義等実施日に参加費用請求書を交付したものとみなします。 

2）航空運賃の取扱いについて 

上記 1）にかかわらず、所定の期日（別途連絡します）以降に留学をキャンセルした場合は、航空券取消

料を負担していただきます。なお、航空券発券後のキャンセルの際には、取消料に加え、別途航空会社が

定める実費が発生する場合があり、これについても必要となります。 

 

6. 問い合わせ先 
 

 
プログラムの内容、登録手続、単位認定等の事務的事項について 

理工学部事務室 

〒525-8577 滋賀県草津市野路東 1-1-1 コアステーション 1F  

グローバルエンジニアプログラム担当（青山） 

TEL：077-561-2624  FAX：077-561-2629  

窓口対応時間：平日 10:00-17:00  (11:30～12:30 は閉室) 
 
 
７. その他（過去の実績） 

 

・2015 年度に台湾の南台科技大学に 2 月 15 日～2 月 24 日まで留学しました。 
・参加人数は 11 名（1 回生 3 名、2 回生 6 名、3 回生 2 名）でした。 
・留学中は中国語の授業を英語で受けたり、文化体験をしたり、フィールドワークを行ないました。 
・滞在先は台湾師範大学（2018 年 2 月と同じ）の学生寮でした。 
・総費用は約 13 万円です（この他、現地での食費等が必要となります。食費は 1 食-数 100 円程度でした）。 
・本プログラムについては 2015 年度の様子を下記の WEB でも紹介しています。 

http://www.ritsumei.ac.jp/se2012/introduce/grgp/program-globalengineer.html/ 


